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【資料１５】

消防庁における新型インフルエンザ対策の取組

平成２０年９月１８日

消 防 庁

１ 消防庁新型インフルエンザ対策本部設置

新型インフルエンザの発生に伴う事態に適切かつ迅速に対処するため、消防庁新型イ

ンフルエンザ対策本部を消防庁長官を本部長として設置。新型インフルエンザが発生し

た段階で、消防庁長官を長とした新型インフルエンザ緊急対策本部を設置する。

２ 感染防護資器材の整備

○ 市町村消防本部が、救急搬送される可能性のある新型インフルエンザ傷病者に対応

できる感染防護資器材を整備するため、平成１９年度、平成２０年度に地方交付税措

置済み。

○ 平成２０年度当初予算で、封じ込め対応を念頭に置いた感染防止対策として、４大

空港周辺の消防本部に感染防護資器材を整備措置済み。また、全国的に、他地域へ

の感染拡大を防止するために、初動時の対応において最低限必要な感染防護資器材

配備すべく、平成２０年度補正予算及び平成２１年度予算要求中。

３ 消防機関における新型インフルエンザ対策総合訓練の実施

神奈川県、川崎市等の協力を得て、消防機関を中心とした対応体制の的確な確立を目

指し、平成２０年５月２１日（水）に訓練を実施。

４ 新型インフルエンザ発生時の消防機関における業務継続計画ガイドラインの策定

○ 消防機関において業務継続計画を策定できるよう 「新型インフルエンザ発生時の、

消防機関における業務継続計画ガイドライン」を今年中に発出すべく検討会を実施。

○ 消防機関における新型インフルエンザ対策検討委員会における報告（中間とりまと

め）に基づき、消防機関が業務継続計画を策定するにあたっての準備・検討を推進

するよう、平成２０年９月１６日に通知済み。






